
有田川流域の概要有田川流域の概要

有田川水系 79.7k㎡
基準地点 MR鉄道橋

仏の原

・有田ダム・有田ダム (2.23(2.23kk㎡㎡))
・竜門ダム (3.20k㎡)
・古木場ダム (2.50k㎡)

※※猿川ダム猿川ダム (1.60(1.60kk㎡㎡))

有田ダム
Ｓ34～Ｓ35

F.N.W
Ａ=2.23km2

Ｖ=1,880,000m3

猿川ダム
H4～(実調)
Ａ=1.60km2



有田ダム
Ｓ34～Ｓ35

F.N.W
Ａ=2.23km2

Ｖ=1,880,000m3

猿川ダム

H4～(実調)
Ａ=1.60km2

Ｖ=1,880,000m3

有田ダム再開発

有田川総合開発の事業内容

①洪水調節
有田川中上流域の洪水氾濫を防御します。
② 河川流量の補給
既得の農業用水や河川維持流量をダム
から補給します。
③ 有田川流域（有田地区）の都市用水
の開発
有田地区の都市用水として、日量1,800m3

の取水が可能なように水源を確保します。

猿川ダム新規建設

○洪水調節方式の変更
洪水調節方式をゲート操作方式から
自然調節方式に変更し、洪水時の管
理機能を向上させます。



事業概要
位 置：佐賀県西松浦郡有田町大絵元
型 式 ：重力式コンクリートダム
工 期 ：平成４年～平成３４年（予定）

堤 高
堤 長 高
堤 体 積
集 水 面 積

：29.9m
：145.0m
：38,000m3

：1.60km2

ダム諸元

猿川ダム 貯水池容量配分図 有田ダム 貯水池容量配分図

洪水調節容量  340,000m3

常時満水位 EL 117.4m

利水容量　
800,000m3

不特定 280,000m3

上水道 520,000m3

堆砂容量 30,000m3

最低水位 EL 100.5m

基礎岩盤標高 EL 94.0m

有効貯水容量
1,140,000m3

総貯水容量
1,170,000m3

EL 123.9m

サーチャージ水位 EL 121.4m

堤高
29.9m

洪水調節容量  800,000m3

常時満水位 EL 111.0m

利水容量
780,000m 3

不特定 730,000m
3

上水道 50,000m
3

堆砂容量 130,000m3

最低水位 EL 102.6m

基礎岩盤標高 EL 90.5m

有効貯水容量
1,580,000m3

総貯水容量
1,880,000m3

EL 118.0m
サーチャージ水位 EL 116.4m

堤高
27.5m

堆砂容量・死水容量 300,000m3

都市用水



猿川ダム 水開発必要性の検討経緯
Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度以降

平成15年9月10日
H15年度再評価
委員会【継続】

・新規水開発の
必要性について
再検討

平成15年10月

平成16年7月
利水調整委員会
(県、伊万里市、
有田町、西有田町）

・有田町、西有田町
で広域的な水融通
を行う方針

○県と両町の取り組み

・具体的な新規
水開発の必要
性の検討

・地元対策

○ 両町の意見
①新町の発展のため
には水開発が必要

②財政状況が厳しい
③水需要について
新町での判断

平成18年
3月1日
新有田町
スタート

○ 県の方針
新町のマスタープラン
策定を受け、水需要の
必要性を見極めて判断

平成16年11月

平成17年2月
西松浦地区
合併協議会

～

～

新・有田町方針
（総合計画）

・ 将来的には

水開発は必要

経常収支比率
Ｈ１８：１０２．８％

財政的に
当面水開発
は厳しい

平成16年8月2日
H16年度
再評価委員会

・「地元対策が
未調整」のため
審議を保留

県の状況

緊プロ Ｖｅｒ.２
Ｈ １９ ～ ２２

伊万里工業団地への企業進出（ＳＵＭＣＯ等）工業用水
日当り２万５千トン開発（Ｈ２１．７給水開始）

伊万里・有田地区
における

将来の水対策
構造の構築
（検討）

・ダム群連携
・既存ダムや
溜池の再開発
・新規ダム
（猿川ダム等）

新町の方針作成
(マスタープラン策定）
平成19年9月議会承認

工業団地造成（有田町と県）
Ｈ２０～２１ 約３０ｈa

総合計画（マスタープラン）の内容
◎水資源にかかる現状と課題
・下水道整備・企業誘致・宅地開発などにより水需要の増大が見込まれる

ため、水源開発についても考慮しておく必要があります。
○具体的な目標と内容
・今後の水需要の増大を考慮した水源の確保に努めます。



西九州自動車道
（事業中）

有 田 川

白
川
川

猿川

波佐見工業団地
主な企業：（株）長崎キヤノン

有田ダム
猿川ダム

有田川近郊の工業用地

竜門ダム

有田工業団地
主な企業：タカタ（株）

伊万里工業団地
主な企業：（株）ＳＵＭＣＯ

分譲率９４％

七ツ島工業団地
主な企業：（株）名村造船所

分譲率９９％

有田川水系 79.7k㎡
・有田ダム・有田ダム ((ＳＳ3636竣工）竣工） ※※ 猿川ダム猿川ダム((平成平成44年～）年～）
・竜門ダム （Ｓ51竣工）
・古木場ダム（Ｓ55竣工）

古木場ダム都川内ダム

波佐見ＩＣ

伊万里第４工水（工事中）
25,000ｍ3／日

※旧炭坑坑内から取水する 第２工水は、コストがかかりすぎるため、休止中で可能量に計上していない。
※表中の（ ）内数値は計画値

伊万里工業用水の供給実績と計画（日平均） ｍ3／日 備考

名称 可能量 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

第１，３ 17,230 14,519 16,520 16,875 (17,000) (17,000) (17,000) (17,000) (17,000) (17,000)

第４（工事中） (25,000) (18,740) (20,640) (22,140) (24,640) (25,000)

有田南部工業団地
県と町が折半により開発
Ｈ２０～（約３０㌶）



補助金施設の規制緩和の動き
◎補助金施設の目的外使用の規制緩和
を今年４月に政府が決定。

・ 完成後１０年後経過が条件
・ 弾力化を明確にする
農林水産省・厚生労働省
が通達を出している。

・ 合併後の自治体の実情に応じて
活用が可能となる。

◎有田川流域については？
・ 河川施設（有田ダム・竜門ダム）
・ 水道施設
（有田ダム・竜門ダム・
大谷溜池・古木場ダム・白川ダム）

・ 農業施設（古木場ダム・溜池など）
これらを効率的に活用する幅が広がる。

猿川ダム

大谷溜池

白
川
ダ
ム

有田
ダム

竜
門
ダ
ム

古木場ダム
常時満水位
 EL 112.1m

Ｖ＝1,170,000ｍ
3

特定かんがい
水道用水

猿川ダム
常時満水位 EL 121.4m

Ｖ＝1,170,000ｍ3

洪水調節・河川維持
水道・工水

白川ダム
常時満水 EL 120.5m

Ｖ＝136,000ｍ3

水道用水

有田ダム
常時満水位 EL 111.0m

Ｖ＝1,880,000ｍ
3

洪水調節・河川維持
水道用水

竜門ダム
常時満水位 EL 100.7m

Ｖ＝2,250,000ｍ3

洪水調節・河川維持
水道用水

伊万里湾

古木場
ダム

都市用水



事業に対する県の判断
・ 合併後の有田町における上水道は現段階では能力に余力が
生じており、上水道水源開発の緊急性は薄れている。

・ 有田川河口部では、企業進出により急遽２５，０００ｍ3／日の
水源開発を行っている。

・ 有田町では、県と折半で今年度より工業団地開発に着手して
いる。この誘致企業次第では、水源の開発も必要となってくる。

・ また、県と有田町及び伊万里市で水源開発可能性検討のた
め既存施設の効率的な運用も含め検討中である。

有田川流域近郊における最近の工場進出、工業用水の
需要状況を踏まえ、流域における水開発の可能性を検
討していくため、県の判断は『継続』としたい。

なお、平成１７年度からゼロ予算としており、新たに予算
を必要とする場合は、事業評価監視委員会へ審議して
いただく。
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